
 

 

 

 
 

 

 

文部科学省、厚生労働省から「子どものマスク着用について」が公表されました。 

大池中学校でも原則としてこの公表に則り対応してまいりますが、現状、学校現場ではさまざまな理

由からマスク着用が必要と判断する場合があります。また、四日市市における新型コロナウイルス感染症

の感染状況は、まだ予断を許す状況ではないと考えます。 

このようなことから、以下に、今後のマスク着用（着脱のタイミングなど着用の考え方）についてまとめ

ました。これから夏本番に向けて暑さもきびしくなってきます。熱中症予防のためにもマスクの適切な着用

について、ご理解とご協力をお願いします。 
 

１ マスク着用について（市教育委員会通知文を参考） 

１．登下校の時は、熱中症予防を優先しマスクを外す。 
 

① 屋外で、他者との距離が２ｍ以上離れている。 

② 他者との距離が確保できない場合であっても、会話をひかえたうえでマスクを外す。 
 

２．体育や部活動（運動場・体育館）の時は、熱中症予防を優先しマスクを外す。 
 

① 屋内であっても、他者との距離を２ｍ以上とって会話をひかえれば外してもよい。（換気は必要です。） 

② 練習内容によって、また集合時、更衣室、集団での移動時などではマスクの着用が必要になる。 

・ 食事をとる時は、これまで通り黙食等感染対策をとっていく。 
 

３．教室等、屋内での授業中は、状況に応じて着用したり外したりする。 
 

① 他者との距離が確保できない時は、マスクを着用する。 

② 他者との距離が確保できても会話をする場合は、マスクを着用する。 

③ 暑さ指数(WBGT)が高い日は、条件を付けて外すことがあります。 
 

 

 

 

 

マスクの着用に 

        ついて 

距離が確保できる。（２ｍ以上を目安） 距離が確保できない 

屋内 屋外 屋内 屋外 

会話を行う 着用する 着用の必要なし 着用する 着用する 

ほとんど会話をしない 着用の必要なし 着用の必要なし 着用する 着用の必要なし 
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学校通信 
大池中学校だより 

自転車通学の人は
車間距離をあけて
いきましょう。 

どうしても息苦しい時や熱っぽ

い時は、早めに先生に申し出

てください。 
 



 

人の移動に関して世の中の状況が変わりつつあるなか、感染症対策は「もう必要なくなった。」と誤

解を招く心配もあります。 

ウイルスから身を守るためには、『もしかしたら自分も』と意識し、日々、感染対策を継続していくこと

が大切です。それでも感染することはあるわけですが。 

学校としては熱中症予防とあわせて、引き続き、生徒の健康と安全を守るために、今まで行ってきた

感染防止対策を継続して行います。 
 

「3 密の回避」 「人と人との距離の確保」 「手洗い、うがい」 「換気の徹底」 
 

当たり前の毎日を送っていくためにも、熱中症予防と感染症対策について、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の感染対策 

文部科学省・厚生労働省：マスクの着用に関するリーフレットについて(令和４年５月２５日)から抜粋 


